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那
珂
市
暴
力
団
排
除
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
す

　

平
成　

年
４
月
１
日
に
茨
城
県
暴
力
団
排
除
条
例
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
那
珂
市

２３

に
お
い
て
も
那
珂
市
暴
力
団
排
除
条
例
が
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

２４

　

近
年
、
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
暴
力
団

の
組
織
活
動
に
対
し
、
暴
力
団
を
恐
れ
な

い
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
市
、
市
民
等
、

那
珂
警
察
署
、
関
係
機
関
団
体
の
相
互
連

携
を
図
り
、
本
市
か
ら
の
暴
力
団
の
排
除

を
推
進
し
、
市
民
の
安
全
で
平
穏
な
生
活

の
確
保
と
社
会
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
制
定
の
趣
旨
】

【
条
例
の
基
本
理
念
】

○
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

○
暴
力
団
に
対
し
て
資
金
を

提
供
し
な
い

○
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

連携・協力

【イメージ図】

市　民 事業者

県・
他市町村

暴力追放推進
センターなど
関係機関

警　察那珂市

◆
目
的
（
第
１
条
）

　

暴
力
団
は
、
古
く
か
ら
市
民
生
活
や
事

業
活
動
の
場
に
深
く
介
入
し
、
暴
力
や
暴

力
団
の
威
力
を
背
景
と
し
た
資
金
獲
得
活

動
に
よ
っ
て
、
市
民
や
事
業
者
に
不
当
な

影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
暴
力
団
情
勢
に
鑑

み
、
こ
れ
ら
の
不
安
要
因
を
排
除
す
る
た

め
、
市
、
市
民
お
よ
び
事
業
者
の
取
り
組

む
べ
き
姿
勢
を
示
す
と
と
も
に
、
相
互
に

連
携
し
、
一
丸
と
な
っ
て
、
市
民
の
生
活

や
事
業
活
動
の
場
か
ら
暴
力
団
を
排
除

し
、
市
民
の
安
全
で
平
穏
な
生
活
の
確
保

と
社
会
経
済
の
健
全
な
発
展
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

◆
定
義
（
第
２
条
）

　

暴
力
団
、
暴
力
団
員
、
暴
力
団
員
等
、

市
民
等
の
用
語
の
定
義
を
規
定
し
た
も
の

で
す
。

　
「
暴
力
団
」
と
は
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不

当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
３
年
法
律
第　

号
。
以
下
「
暴
対
法
」

７７

と
い
う
）
第
２
条
第
２
号
に
規
定
し
て
い

ま
す
。

　
「
暴
力
団
員
」
と
は
、
暴
対
法
第
２
条
第

６
号
に
規
定
さ
れ
て
い
る
暴
力
団
の
構
成

員
、
集
団
的
に
ま
た
は
常
習
的
に
暴
力
的

不
法
行
為
を
行
う
こ
と
を
助
長
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
団
体
の
構
成
員
を
い
い
ま
す
。

　
「
暴
力
団
員
等
」
と
は
、
茨
城
県
暴
力
団

排
除
条
例
（
平
成　

年
茨
城
県
条
例
第　

２２

３６

号
）
第
２
条
第
３
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

員
お
よ
び
暴
力
団
員
で
な
く
な
っ
た
日
か

ら
５
年
を
経
過
し
な
い
者
を
い
い
ま
す
。

　
「
市
民
等
」
と
は
、
市
民
お
よ
び
事
業
者

を
い
い
ま
す
。

◆
基
本
理
念
（
第
３
条
）

　

那
珂
市
か
ら
暴
力
団
の
排
除
を
推
進
す

る
上
で
、「
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
」、「
暴
力

団
に
対
し
て
資
金
を
提
供
し
な
い
」、「
暴

力
団
を
利
用
し
な
い
」
を
基
本
理
念
と
し

て
、
組
織
的
に
活
動
す
る
暴
力
団
に
対
し

て
、
市
、
市
民
等
、
県
お
よ
び
那
珂
警
察

　

暴
力
団
排
除
条
例
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。
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署
す
べ
て
が
一
丸
と
な
り
、
暴
力
団
の
排

除
に
取
り
組
む
べ
き
姿
勢
を
示
し
て
い
ま

す
。

◆
市
お
よ
び
市
民
等
の
責
務（
第
４
条

〜
第
５
条
）

　

暴
力
団
の
排
除
を
行
う
上
で
、
市
単
独

で
暴
力
団
排
除
を
行
う
の
で
は
な
く
、
市

民
等
、
県
お
よ
び
那
珂
警
察
署
と
の
連
携

を
図
り
、
よ
り
効
果
的
な
施
策
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
暴
力

団
情
報
を
知
っ
た
際
の
情
報
の
提
供
、
市

の
施
策
へ
の
協
力
、
事
業
者
の
暴
力
団
と

の
関
係
遮
断
、
暴
力
団
排
除
に
資
す
る
と

認
め
ら
れ
る
情
報
を
知
っ
た
時
に
、
市
、

県
お
よ
び
那
珂
警
察
署
そ
の
他
関
係
機
関

に
情
報
の
提
供
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

◆
不
当
要
求
に
対
す
る
措
置（
第
６
条
）

　

市
が
、
市
民
、
事
業
者
等
と
一
体
と

な
っ
て
社
会
全
体
で
暴
力
団
の
排
除
を
推

進
す
る
た
め
に
は
、
行
政
自
ら
が
法
令
を

遵
守
し
、
暴
力
団
員
等
に
よ
る
不
当
要
求

に
対
し
て
組
織
的
に
対
応
す
る
こ
と
な
ど

の
措
置
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

◆
公
共
工
事
等
に
係
る
措
置（
第
７
条
）

　

公
共
工
事
そ
の
他
市
の
あ
ら
ゆ
る
事
務

ま
た
は
事
業
が
暴
力
団
を
利
す
る
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
市
が
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
を
規
定
し
、
暴
力
団
の
排
除

を
率
先
し
て
行
う
べ
き
市
の
責
務
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

◆
青
少
年
に
対
す
る
教
育（
第
８
条
）

　

暴
力
団
へ
の
加
入
防
止
お
よ
び
暴
力
団

犯
罪
か
ら
の
被
害
防
止
の
た
め
の
教
育
・

指
導
等
が
中
学
校
に
お
い
て
生
徒
等
に
対

し
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
市
が
適
切
な
措
置

を
講
ず
る
こ
と
や
社
会
全
体
に
お
い
て
青

少
年
の
育
成
に
携
わ
る
者
が
青
少
年
に
指

導
や
助
言
等
の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ

う
規
定
し
て
い
ま
す
。

◆
市
民
等
に
対
す
る
支
援（
第
９
条
）

　

市
民
等
が
自
主
的
な
暴
力
団
の
排
除
活

動
の
促
進
を
図
る
た
め
、
市
民
等
に
対
す

る
暴
力
団
排
除
に
資
す
る
情
報
の
提
供
等

必
要
な
措
置
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
暴
力
団
排
除
の
た
め
の
活
動
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
等
に
よ
り
、
暴
力
団
か
ら

危
害
を
加
え
ら
れ
な
い
よ
う
那
珂
警
察
署

長
に
対
し
、
組
織
的
に
対
応
す
る
こ
と
を

規
定
し
ま
し
た
。

◆
広
報
お
よ
び
啓
発（
第　

条
）

１０

　

市
民
等
が
暴
力
団
の
排
除
の
重
要
性
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
市
が

広
報
お
よ
び
啓
発
を
行
い
、
暴
力
団
の
排

除
の
気
運
の
高
揚
を
図
る
活
動
を
行
い
ま

す
。

◆
県
等
へ
の
協
力（
第　

条
）

１１

　

暴
力
団
排
除
の
目
的
達
成
の
た
め
に

は
、
地
域
に
密
着
し
た
地
方
公
共
団
体
で

あ
る
県
内
す
べ
て
の
市
町
村
が
、
そ
の
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
暴
力
団
排
除
の
た
め

の
施
策
を
行
い
、
県
に
対
し
、
市
で
保
有

す
る
情
報
を
提
供
し
、
相
互
に
共
有
す
る

こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
な
暴
力
団
排
除
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

◆
行
事
等
か
ら
の
暴
力
団
の
排
除（
第

　

条
）

１２

　

公
共
の
場
所
に
お
い
て
行
事
な
ど
を
主

催
ま
た
は
そ
の
運
営
に
携
わ
る
者
は
、
当

該
の
行
事
等
に
関
し
、
暴
力
団
を
利
用
し

た
り
暴
力
団
員
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が

ら
関
与
さ
せ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と

を
規
定
す
る
と
と
も
に
、
行
事
等
の
運

営
、
市
民
、
行
事
参
加
者
に
支
障
を
き
た

す
行
為
・
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る

と
き
は
、
那
珂
警
察
署
長
に
対
し
、
安
全

を
確
保
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
規
定
し
ま
し
た
。

◆
補
則（
第　

条
）

１３

　

本
条
例
を
施
行
す
る
上
で
必
要
と
な
る

事
項
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
市
長
に
委
任

で
き
る
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。

◆
附
則（
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
）

２４

　

条
例
を
施
行
す
る
期
日
を
定
め
ま
し
た
。

※
関
係
法
令

○
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第

　

号
）

７７
○
茨
城
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成　

年
２２

茨
城
県
条
例
第　

号
）

３６

※
那
珂
市
暴
力
団
排
除
条
例
は
、
那
珂
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
、
暴
力
団
排
除
の
取

り
組
み
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

那
珂
警
察
署
刑
事
課

�
３
５
２
・
０
１
１
０

環
境
安
全
課
防
災
・
交
通
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
４
４
３
・
４
４
４
）

問い合わせ



４

　１月７日、中央公民館にて、平成２４年那珂市成人式が開催されました。
　今年の那珂市の新成人は５７６人で、式典には４６１人が参加し、成人としての
スタートを切りました。

平成２４年

������������

◆新成人を代表して謝辞を述べた
実行委員長の後藤賢太さん

◆式典終了後にはアトラクションとして抽選会
が行われました。

�������	
���������	
��
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那珂市内の放射線量の測定状況をお知らせします

　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホーム
ページにも掲載しています。

○小中学校、幼稚園 ○公共施設

測定日測定値担当課および測定場所

１月１１日０．１０９本米崎小学校

学校教育課

１月１０日０．１０４横堀小学校・幼稚園

１月１０日０．０８４額田小学校

１月１０日０．１１８菅谷小学校

１月１０日０．１０２菅谷東小学校

１月１０日０．１１７菅谷西小学校

１月１０日０．１２１五台小学校・幼稚園

１月１０日０．１２７戸多小学校

１月１０日０．１２１芳野小学校

１月１０日０．１０７木崎小学校

１月１０日０．１２９瓜連小学校

１月１１日０．１０２額田幼稚園

１月１０日０．０９５菅谷幼稚園

１月１０日０．１３０菅谷西幼稚園

１月１０日０．１０７芳野幼稚園

１月１０日０．０９６那珂第一中学校

１月１０日０．１０７那珂第二中学校

１月１０日０．１２４那珂第三中学校

１月１０日０．０９１那珂第四中学校

１月１１日０．１１９瓜連中学校

１月１１日０．１２０茨城学園

１月１０日０．０６８ナザレ幼稚園

１月１０日０．１２６さいせい幼稚園

１月１０日０．０９３大成学園幼稚園

測定日測定値担当課および測定場所

１月１０日０．０９６保健センター（ひだまり）保健センター

１月１１日０．１１６中央公民館

生涯学習課

１月１１日０．１１１図書館

１月１２日０．１３９那珂総合公園

１月９日０．１３１歴史民俗資料館

１月１２日０．１３６ふれあいの杜公園

１月１１日０．１２３ふれあいセンターよこぼり

市民協働課
１月１１日０．１２８ふれあいセンターごだい

１月１１日０．１２４ふれあいセンターよしの

１月１１日０．１１３総合センターらぽーる

１月１２日０．１３３那珂聖苑那 珂 聖 苑

１月１０日０．１５１中谷原公園
都市計画課

１月１０日０．１２０宮の池公園

１月１３日０．１０８一の関ため池親水公園
商工観光課

１月１３日０．１２９静峰ふるさと公園

○保育所、保育園など

測定日測定値担当課および測定場所

１月１１日０．１０９菅谷保育所

こ ど も 課

１月１１日０．０９７額田保育所

１月１１日０．１１９芳野学童保育所

１月１０日０．１１０かしま台保育園

１月１２日０．１０１瓜連保育園

１月１１日０．１１６ゆたか保育園

１月１２日０．１１０ごだい保育園

１月１１日０．１０７子育て支援センター

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。

○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から５０cmの高さでの測定値で、公共施設は地表面から１mの高さでの測定値です。

○その他の高さの測定値はホームページでご覧ください。

【日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】

○校庭・園庭などの屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする。
○土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合には、うがいをする。
○登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。
○土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

問　那珂市役所　　�２９８－１１１１

学校教育課　　　内線８２７６

こども課　　　　内線２５２

保健センター　　内線５３１

生涯学習課　　　内線８２８２

市民協働課　　　内線２６３

都市計画課　　　内線３５５

商工観光課　　　内線２４５

那珂聖苑　　　�３５２－００７３
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　第２回臨時会が１１月２４日に開催され、市長提出議案は報告

７件、条例の一部改正１件について審議され、原案のとおり

可決されました。

　また、第４回定例会が１２月１日～１３日までの１３日間の会期

で開催され、市長提出議案は報告１件、条例の制定・一部改

正２件、平成２３年度補正予算７件、その他５件、合わせて１５

件について審議され、原案のとおり可決されました。

行
政
概
要
報
告

■
表
彰
式
典
お
よ
び
放
射
線
に
関
す

る
講
演
会
に
つ
い
て

　
　

月
３
日
に
、
表
彰
式
典
を
総
合
セ
ン

１１
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
に
お
い
て
開
催
し
、　

人
２７

を
表
彰
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震

災
の
災
害
復
旧
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
３

人　

団
体
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

２３

　

式
典
に
引
き
続
き
、
日
本
原
子
力
研
究

開
発
機
構
那
珂
核
融
合
研
究
所
管
理
部
保

安
管
理
課
の
福
田
勝
男
氏
を
講
師
に
迎

え
、
放
射
線
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

■
ふ
れ
あ
い
座
談
会
に
つ
い
て

　

９
月　

日
か
ら
、「
市
長
と
話
そ
う
ふ

３０

れ
あ
い
座
談
会
」
を
９
回
開
催
し
、
自
治

会
や
団
体
の
か
た
か
ら
出
た
地
域
の
課
題

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
り
、
施
策
の

取
り
組
み
に
関
す
る
質
疑
に
つ
い
て
説
明

を
し
ま
し
た
。

■
エ
リ
ア
メ
ー
ル
に
つ
い
て

　
　

月
１
日
か
ら
、
那
珂
市
域
に
お
け
る

１１
災
害
・
避
難
情
報
を
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル

に
よ
り
配
信
す
る
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
緊

急
速
報
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
を
開
始
し
ま

し
た
。

■
市
民
便
利
帳
に
つ
い
て

　

市
民
生
活
に
必
要
な
情
報
を
ま
と
め
た

「
那
珂
市
民
便
利
帳
」の
発
行
や
配
布
を
行

う
協
働
発
行
事
業
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

■
那
珂
市
地
域
公
共
交
通
連
携
計
画

に
つ
い
て

　

那
珂
市
の
実
情
に
応
じ
た
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
体
系
の
構
築
に
向
け
て
、

　

月
に
計
画
策
定
業
務
を
発
注
し
ま
し

１０た
。
ま
た
、
市
民
の
公
共
交
通
に
関
す
る

意
向
を
調
査
す
る
た
め
、　

月
に
郵
送
に

１１

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
お
よ
び
各
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に
お
い
て
意
見
交
換

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
市
役
所
の
日
曜
開
庁
に
つ
い
て

　

９
月
か
ら
開
始
し
た
市
役
所
の
日
曜
開

庁
に
つ
き
ま
し
て
は
、　

月
末
ま
で
の
利

１１

用
者
は
合
計
２
８
８
人
で
、
１
開
庁
日
当

た
り
平
均　

人
で
す
。

２２

■
小
児
マ
ル
福
制
度
に
つ
い
て

    　

月
１
日
か
ら
、
小
児
マ
ル
福
の
受
給

１０
対
象
者
を
小
学
６
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
新
規
に
該
当
す

る
児
童
数
は
８
２
９
人
で
す
。

■
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

　

子
ど
も
手
当
制
度
の
改
正
に
伴
い
、　
１０

月
１
日
現
在
で
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い

る
受
給
対
象
者
３
９
３
４
人
に
対
し
、
認

定
請
求
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。

■
敬
老
事
業
に
つ
い
て

　

９
月
に
本
年
度
の
百
歳
到
達
者　

人
を

１８

訪
問
し
、
国
と
県
か
ら
の
褒
状
と
記
念
品

お
よ
び
市
か
ら
の
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
市
内
最
高
齢
者
お
よ
び
米
寿
を
迎
え

ら
れ
た
２
７
３
人
に
は
、
市
か
ら
の
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
敬
老
会
が
９
月　

日
か
ら　

月

１１

１０

９
日
に
か
け
て
、
８
地
区　

か
所
で
開
催

２６

さ
れ
ま
し
た
。
市
全
体
の
出
席
率
は　

・
３１

８
％
で
し
た
。

■
総
合
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ぬ
ま

荘
」
に
つ
い
て

　

震
災
の
被
害
に
よ
り
休
館
し
て
い
た

「
ひ
ぬ
ま
荘
」が
９
月　

日
を
も
っ
て
閉
館

３０

し
ま
し
た
。
管
理
運
営
組
織
で
あ
る
水
戸

地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成　

年
度
末
の
解
散
に
向

２４

け
、
財
産
処
分
等
の
手
続
き
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

■
市
街
地
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

杉
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
９
月
に
道
路
改
良
舗
装
工
事
を

発
注
し
ま
し
た
。

　

竹
ノ
内
街
区
公
園
整
備
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
９
月
に
４
号
街
区
公
園
整
備
工

事
を
発
注
し
ま
し
た
。

　

上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月
に
駅
前
広
場
整

備
工
事
を
発
注
し
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

業
務
委
託
に
つ
き
ま
し
て
は
、　

月
に

１０

上
宿
・
大
木
内
線
管
路
施
設
実
施
設
計
を

発
注
し
ま
し
た
。
工
事
に
つ
き
ま
し
て

は
、
９
月
に
寄
居
地
区
（
第
１
工
区
）
汚

水
管
布
設
工
事
お
よ
び
保
登
内
地
区
（
第



広報なか２月号７

１
工
区
）
汚
水
管
布
設
工
事
を
、　

月
に

１１

下
菅
谷
地
区
（
第
１
工
区
、
第
２
工
区
お

よ
び
第
３
工
区
）
汚
水
管
布
設
工
事
お
よ

び
瓜
連
地
区
（
第
１
工
区
）
汚
水
管
布
設

工
事
を
、
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

　

９
月
に
鴻
巣
地
区
管
路
施
設
幹
線
２
号

－

第
２
工
区
工
事
お
よ
び
鴻
巣
地
区
管
路

施
設
幹
線
３
号－

第
５
工
区
工
事
を
、　
１１

月
に
鴻
巣
Ⅱ
期
地
区
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

設
置
第
２
工
区
工
事
を
、
そ
れ
ぞ
れ
発
注

し
ま
し
た
。

■
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

９
月
に
菅
谷
地
区
配
水
管
布
設
（
第
１

工
区
）
工
事
を
、　

月
に
鴻
巣
地
区
配
水

１０

管
移
設
（
第
１
工
区
、
第
２
工
区
お
よ
び

第
３
工
区
）
工
事
を
、　

月
に
戸
地
区
老

１１

朽
管
更
新
（
第
１
工
区
）
工
事
、
中
里
地

区
老
朽
管
更
新
（
第
１
工
区
）
工
事
お
よ

び
菅
谷
地
区
配
水
管
布
設
（
第
２
工
区
）

工
事
を
、
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
ま
し
た
。

■
那
珂
市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
化

基
本
計
画
に
つ
い
て

　

９
月
以
降
は
、
計
画
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
、
戸
多
地
区
で
４
回
、
神
崎
地
区
で

２
回
、
地
区
公
民
館
等
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は　

人
で
し
た
。

９５

■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　

９
月
１
日
か
ら　

月　

日
ま
で
の
消
防

１１

３０

訓
練
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
所
や

学
校
等
を
対
象
に　

回
行
い
２
８
６
２
人

１８

が
参
加
し
、
防
火
防
災
知
識
の
修
得
と
防

火
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、

普
通
救
命
講
習
会
を
３
回
行
い　

人
が
修

５８

了
し
、
応
急
手
当
の
普
及
に
努
め
ま
し
た
。

　

火
災
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建

物
が
２
件
、
そ
の
他
が
２
件
、
合
計
４
件
、

救
急
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
急
病

が
２
３
７
件
、
交
通
事
故
が　

件
、
そ
の

６３

他
が
１
５
６
件
、
合
計
４
５
６
件
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　

月
９
日
に
、
第　

回
茨
城
県
消
防
ポ

１０

６２

ン
プ
操
法
競
技
大
会
県
北
地
区
大
会
が
高

萩
市
で
開
催
さ
れ
、
第
５
分
団
第
２
部
が

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
、
第
５
分
団
第

１
部
は
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
第
３
位
と

な
り
ま
し
た
。
優
勝
し
た
第
５
分
団
第
２

部
に
つ
き
ま
し
て
は
、　

月　

日
に
、
茨

１１

１９

城
県
立
消
防
学
校
で
行
わ
れ
た
第　

回
全

２３

国
消
防
操
法
大
会
茨
城
県
代
表
選
考
会
に

出
場
し
、
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月　

日
に
、
更
新
し
た
ポ
ン

１１

２５

プ
積
載
車
を
第
５
分
団
第
３
部
お
よ
び
第

７
分
団
第
３
部
に
１
台
ず
つ
配
備
し
ま
し

た
。

■
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

　

市
民
の
放
射
線
に
対
す
る
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
市
内
の
放
射
線
量
の
測
定
お

よ
び
公
表
を
行
い
、
放
射
線
低
減
化
対
策

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
空
間
放
射
線

量
の
定
期
測
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
中

学
校
お
よ
び
保
育
所
等　

か
所
に
新
た
に

３２

公
共
施
設　

か
所
を
加
え
、
測
定
場
所
を

１５

　

か
所
へ
と
増
や
し
ま
し
た
。
ま
た
、　

４７

１２

月
１
日
か
ら
、
市
民
へ
の
放
射
線
測
定
器

の
貸
し
出
し
を
開
始
し
ま
し
た
。
水
道
水

内
の
放
射
能
濃
度
の
測
定
に
つ
き
ま
し
て

も
、
継
続
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
各
種
工
事
の
発

注
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
作
業
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
後
台
浄
水
場
に
つ
き
ま
し
て

は
、　

月
に
旧
管
理
本
館
解
体
お
よ
び
倉

１１

庫
建
築
工
事
を
発
注
し
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、　

月
１１

に
向
山
処
理
地
区
下
水
道
災
害
復
旧
工
事

お
よ
び
横
堀
第
２
処
理
地
区
下
水
道
災
害

復
旧
工
事
を
発
注
し
ま
し
た
。
未
発
注
の

　

地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
発
注
に
向
け

１１て
引
き
続
き
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
に
つ
き
ま
し
て
は
、
８

月
に
戸
崎
地
区
管
路
施
設
復
旧
工
事
を
、

９
月
に
神
崎
額
田
地
区
管
路
施
設
復
旧
工

事
、
戸
多
北
部
地
区
管
路
施
設
復
旧
工
事

お
よ
び
鴻
巣
地
区
管
路
施
設
（
第
１
工
区

お
よ
び
第
２
工
区
）
復
旧
工
事
を
、
そ
れ

ぞ
れ
発
注
し
ま
し
た
。

　
　

月
に
本
米
崎
、
下
河
原
お
よ
び
木
崎

１０
の
３
か
所
の
排
水
機
場
災
害
復
旧
工
事
な

ら
び
に
東
木
倉
、
門
部
他
２
か
所
の
排
水

路
災
害
復
旧
工
事
を
発
注
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
工
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
６
件
の
工
事
を
発
注

し
ま
し
た
。

　

五
台
幼
稚
園
お
よ
び
横
堀
幼
稚
園
に
つ

き
ま
し
て
は
、　

月
に
園
舎
の
解
体
工
事

１１

を
発
注
し
ま
し
た
。
瓜
連
体
育
館
に
つ
き

ま
し
て
は
、
文
部
科
学
省
の
査
定
が
９
月

末
に
終
了
し
、　

月
に
復
旧
工
事
を
発
注

１１

し
ま
し
た
。
総
合
公
園
に
つ
き
ま
し
て

は
、
９
月
に
室
内
プ
ー
ル
お
よ
び
ア
リ
ー

ナ
棟
の
復
旧
工
事
を
発
注
し
ま
し
た
。

　

余
暇
活
用
施
設
「
し
ど
り
の
湯
保
養
セ

ン
タ
ー
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
震
災
の
影

響
に
よ
り
、
合
併
浄
化
槽
、
温
水
ボ
イ

ラ
ー
、
浴
槽
等
多
数
の
被
害
を
受
け
休
館

し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
平
成　

年
１
月

２４

中
の
完
成
を
目
指
し
て
復
旧
工
事
を
進
め

て
お
り
、
２
月
中
に
は
利
用
を
再
開
す
る

予
定
で
す
。

　

課
税
対
象
と
な
っ
て
い
る
住
居
等
が
震

災
に
よ
り
受
け
た
被
害
の
程
度
に
応
じ

て
、
市
税
等
の
減
免
措
置
を
講
じ
て
お

り
、　

月
末
日
現
在
の
減
免
の
対
象
件
数

１１

と
見
込
み
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

個
人
市
民
税
は
、
全
壊　

件
、
大
規
模

３３

半
壊　

件
、
半
壊
２
５
４
件
、
そ
の
他
１

１７

件
、
合
計
３
０
５
件
で
１
１
０
０
万
円
、

固
定
資
産
税
の
家
屋
は
、
全
壊
１
７
２

棟
、
大
規
模
半
壊　

棟
、
半
壊
３
５
２
棟
、

２５

そ
の
他　

棟
、
合
計
５
７
４
棟
で
１
２
６

２５

１
万
５
千
円
で
す
。
な
お
、
家
屋
の
う

ち
、
住
家
は
３
８
３
棟
、
非
住
家
は
１
９

１
棟
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
全
壊　

件
、
大

２７

規
模
半
壊
７
件
、
半
壊
１
１
３
件
、
合
計

１
４
７
件
で
１
３
４
３
万
８
８
０
０
円
で

す
。
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
全
壊

　

件
、
大
規
模
半
壊　

件
、
半
壊
１
２
７

２４

１０

件
、
合
計
１
６
１
件
で
３
４
６
万
６
千
円

で
す
。
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
の
介

護
保
険
料
は
、
全
壊　

件
、
大
規
模
半
壊

４９



８

　

件
、
半
壊
１
９
４
件
、
合
計
２
６
１
件

１８で
７
０
７
万
６
千
円
で
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
の
減
免
対
象
者
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
か
た
に

つ
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
１
割

の
利
用
者
負
担
額
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
食
費
・
居
住
費
を
免
除
し
ま
し
た
。

平
成　

年
度
に
お
け
る
利
用
者
負
担
額
免

２３

除
対
象
件
数
は　

件
、
免
除
見
込
額
は
５

４６

４
２
万
円
、
食
費
・
居
住
費
免
除
対
象
件

数
は　

件
、
免
除
見
込
額
は
４
５
４
万
８

３６

千
円
で
す
。

　

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
の
規
定

に
よ
り
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
伴
う
避
難
者
に
対
し
ま
し

て
は
、
国
民
健
康
保
険
税
等
を
全
額
免
除

し
ま
し
た
。
全
額
免
除
と
な
っ
た
の
は
、

国
民
健
康
保
険
税
が
３
件
で　

万
７
千

２５

円
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
２
件
で

７
４
０
０
円
、
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険

者
の
介
護
保
険
料
が
５
件
で　

万
６
千
円

１４

で
す
。

　
　

月　

日
に
、
東
京
電
力
に
対
し
、
事

１１

２４

故
の
対
策
に
か
か
っ
た
費
用
の
損
害
賠
償

を
請
求
し
ま
し
た
。
今
回
の
請
求
は
放
射

能
測
定
器
や
検
査
費
等
に
関
す
る
も
の

で
、
総
額
約
９
５
６
万
円
で
す
。

　

農
畜
産
物
の
損
害
賠
償
に
つ
き
ま
し
て

は
、　

月
末
ま
で
の
申
請
状
況
は
、
請
求

１０

者
数　

人
、
請
求
額
７
１
７
２
万
８
千
円

５０

で
す
。
ま
た
、
請
求
に
伴
い　

月
か
ら
東

１０

京
電
力
の
本
賠
償
の
支
払
い
が
開
始
さ

れ
、
支
払
総
額
は
、　

月
９
日
現
在
で
３

１１

６
５
８
万
１
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
町
民
が
避
難
し
て
い
る
福
島

県
浪
江
町
か
ら
、
都
道
府
県
選
挙
管
理
委

員
会
連
合
会
を
通
じ
て
、
福
島
県
議
会
議

員
選
挙
お
よ
び
浪
江
町
長
選
挙
事
務
支
援

の
た
め
の
職
員
派
遣
の
要
請
が
あ
り
ま
し

た
。
那
珂
市
か
ら
は
、　

月
１
日
か
ら　

１１

２２

日
ま
で
職
員
１
人
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
か
た
を
支
援
す
る
た
め
、

引
き
続
き
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に

よ
る
国
の
支
援
金
お
よ
び
県
・
市
の
災
害

見
舞
金
を
支
給
し
て
お
り
、　

月
末
日
現

１１

在
の
支
給
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
国

の
支
援
金
は
、
全
壊
が　

件
、
大
規
模
半

６０

壊
が
６
件
、
合
計　

件
で
総
額
９
６
５
０

６６

万
円
で
す
。
県
の
災
害
見
舞
金
は
、
半
壊

１
５
６
件
で
４
６
８
万
円
で
す
。
市
の
見

舞
金
は
、
住
家
の
全
壊
が　

件
、
半
壊
が

４３

２
３
１
件
、
非
住
家
の
半
壊
以
上
が
２
３

１
件
、
合
計
５
０
５
件
で
総
額
１
８
１
６

万
円
で
す
。
ま
た
、
災
害
援
護
資
金
の
貸

付
は
、
６
件
で
１
０
１
０
万
円
で
す
。

　

那
珂
市
に
対
し
て
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
義
援
金
は
、　

月
末
日
現
在
で
個
人
が

１１

　

件
で　

万
６
２
８
２
円
、
法
人
・
団
体

２７

６７

等
が　

件
で
１
１
１
５
万
５
８
４
円
、
合

３９

計　

件
で
総
額
１
１
８
２
万
６
８
６
６
円

６６
で
す
。
国
お
よ
び
県
か
ら
の
義
援
金
と
合

わ
せ
て
支
給
し
て
お
り
、　

月
末
日
現
在

１１

の
支
給
状
況
は
、
死
亡
１
件
、
全
壊　

件
、

４２

大
規
模
半
壊　

件
、
半
壊
２
１
８
件
の
合

１３

計
２
７
４
件
で
、
国
お
よ
び
県
の
支
給
金

額
と
合
わ
せ
て
総
額
１
億
９
５
８
７
万
５

５
６
８
円
で
す
。

　
　

平
成　

年　

月
１
日

２３

１２
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全議案可決市 長 提 出 議 案

【第２回臨時会】

◎報告

専決処分の報告について（損害賠償補償事故
の賠償額の決定）７件

◎条例の一部改正

那珂市職員の給与に関する条例等の一部を改
正する条例

【第４回定例会】

◎報告

専決処分の報告について（損害賠償補償事故
の賠償額の決定）

◎条例の制定・一部改正

那珂市特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部を改正する条
例／那珂市暴力団排除条例

◎平成２３年度補正予算

平成２３年度那珂市一般会計補正予算（第７号）
／平成２３年度那珂市国民健康保険特別会計
（事業勘定）補正予算（第２号）／平成２３年度
那珂市下水道事業特別会計補正予算（第３号）
／平成２３年度那珂市農業集落排水整備事業特
別会計補正予算（第３号）／平成２３年度那珂
市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予
算（第２号）／平成２３年度那珂市上菅谷駅前
地区土地区画整理事業特別会計補正予算（第
１号）／平成２３年度那珂市水道事業会計補正
予算（第３号）

◎その他

字の区域の変更について／指定管理者の指定
について／指定管理者の指定について／市道
路線の認定について／市道路線の廃止につい
て
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ふところも体もあたたかく。冬の省エネふところも体もあたたかく。冬の省エネ
　日照時間が短い冬は、照明をつける時間が長くなることや、暖房の使用が増えることで、エネルギーの使用量
がぐんと増える季節です。電気やガス、灯油などの光熱費もかさんで、ふところが寒くなりそうです。そんな冬
こそ、省エネの知恵の見せどころ。生活の中で、エネルギーの無駄づかいはないかをチェックし、効率的にエネ
ルギーを使う工夫をしましょう。

　省エネは、周りにある便利な家電製品や暖房機器を、使わないで「がまん」するこ
とではありません。必要のないときは使わず、エネルギーを効率的に使うことで、無
駄なエネルギー消費を省いていくことです。例えばだれもいない部屋で、照明やエア
コンをつけたままにしていたり、見ていないのにテレビをつけっぱなしにしているこ
とがあります。外出や就寝時に、テレビの主電源を消さない。歯磨きをするときに、
水道の水を止めない。お風呂で体を洗うときに、シャワーからお湯を出したままにす
る。電気製品のプラグは、使わないときでもコンセントにつないだままにしている。
携帯電話の充電器は、充電していないときでもコンセントに差したままにしている。
これらはすべてエネルギーの無駄づかいです。特に、家電製品は、その機器を使って
いないときでも、主電源が入っていたり、プラグがコンセントにつながれていたりす
ると、電力を消費します（これを「待機時消費電力」といいます）。自分の生活を見直
して、エネルギーの無駄づかいを減らしていきましょう。

まずはエネルギーの無駄づかいをなくす！まずはエネルギーの無駄づかいをなくす！

　テレビやパソコンなど、ふだん家庭の中でよく使う家電製品は、電源が常にONになっていませんか。そうした
家電製品も、使わないときは、こまめに電源をOFFにしましょう。テレビは、リモコン待ちの状態でもエネル
ギーを消費しますので、主電源で消すようにしましょう。また、長期不在にするときは、プラグを抜くようにし
ましょう。パソコンは、長時間使わないとスタンバイ状態になりますが、その間もエネルギーを消費します。使
わないときは電源を切り、使うときだけ電源を入れましょう。また、外出や就寝時など、長時間使用しないとき
はプラグを抜きましょう。

使うときだけONにする つけっぱなしは要注意使うときだけO Nにする　つけっぱなしは要注意

　エアコン、冷蔵庫に次いで、家庭の電力消費量が多いのが照明器具です。照明器具の
取り替えが必要になったら、省エネ型のものに換えていきましょう。白熱電球を使って
いる場合は、電球型蛍光ランプに取り替えを。電球型蛍光ランプは、白熱電球に比べて
価格は高めですが、同じ明るさの白熱電球に比べて消費電力は４分の１以下、寿命は約
６倍と長いので、長い目で見るとお得です。最近では、さらに消費電力が少なく、寿命
が長いLED電球も登場しています。また、買い換えるときは、インバーター式器具がお
勧めです。インバーターでON・OFFだけでなく、パワー調節ができるので、従来の照明
器具に比べて省エネ効果があります。電球型蛍光ランプにもインバーターが組み込まれ
ています。つける必要のないときには消灯しましょう。照明のかさやカバーが汚れる
と、明るさが低下しますので、明るさをアップさせるために、こまめな掃除を心がけま
しょう。

夜が長い冬こそ 照明で省エネを夜が長い冬こそ　照明で省エネを

●資源エネルギー庁●資源エネルギー庁

　冬の光熱費の多くを占めるエアコンやガス・石油ファンヒーターなどの暖房機器は、つ
けっぱなしにせずに、必要なときだけつけるようにしましょう。また、使うときには、次
のような工夫をしましょう。まず、暖房時の室温は２０度を目安にし、室温２０度で寒いと感
じるときは、設定温度を上げる前に着るもので工夫しましょう。例えば、ニットのカー
ディガンを１枚羽織ると、体感温度は２．２度上昇すると言われています。ひざかけを使っ
たり、吸湿発熱素材の下着を着たりするなど、工夫の仕方はいろいろあります。同じ温度
でも、湿度を高くすると暖かく感じるので、加湿器を有効に使うのも工夫の一つです。エ
アコンもガス・石油ファンヒーターも、フィルターが目詰まりするとエネルギー効率が下
がります。効率的な暖房のために、定期的にフィルターの掃除をしてください。

暖房時の室温は20度を目安に。着るものでも工夫を暖房時の室温は 2 0 度を目安に。着るものでも工夫を



１０

◆平成２４年新春那珂市消防出初式の様子

新春那珂市
　　消防出初式
　新春恒例の「平成２４年那珂市消防出初式」
が１月８日、那珂総合公園多目的広場で開
催されました。消防本部や消防団、自衛消
防隊、婦人（女性）防火クラブ、幼年消防ク
ラブなどが参加し、張りつめた空気のな
か、地域防災への決意も新たに士気の高揚
を図りました。
　また、永年勤続功労者や、優良分団の表
彰が行われました。

救急車は正しく利用しましょう

平成 2 4 年

●火災や病院の問い合わせは、下記の番号に電話をしてください
火災や病院の問い合わせ　�０２９－２９５－８０９０（テレホンサービス）
一般の問い合わせ　　　　�０２９－２９５－２１１１（代）

　軽いケガ、緊急性のない病気などで救急車を利用すると、重い病気やケガで本当に救急車
を必要としているかたへの対応が遅れてしまうことがあります。緊急時の市民の生命を救う
ために、救急車は正しく利用しましょう。

　症状が軽く「どこの病院にいけばいい
かわからない」といった場合は、消防本
部に問い合わせるなどして、病院情報提
供サービスを活用してください。定期的
な通院等においてタクシー代わりに救急
車を呼ぶことは控えてください。
　ひとつひとつの大切な命を救うために、
救急車の適正な利用をお願いします。

消防本部警防課警防グループ
�２９５・２１１１
　（内線５６）

問い合わせ
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■
茨
城
県
知
事
表
彰

●
市
町
村
優
良
消
防
機
関

　

那
珂
市
消
防
団

●
永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る
職
団
員

　
（　

年
以
上
）

５０

　

消
防
団
本
部
団
長　

海
野
藤
男

●
永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る
職
団
員

　
（　

年
以
上
）

４０消
防
団
本
部
副
団
長　

加
藤
昌
次
／
消

防
本
部
消
防
司
令
長　

加
藤
豊

●
永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る
職
団
員

　
（　

年
以
上
）

３０

　

消
防
本
部
消
防
司
令　

寺
門
博
文

●
永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る
職
団
員

　
（　

年
以
上
）

２０消
防
団
第
８
分
団
分
団
長　

秋
山
和
安

／
同
第
８
分
団
第
３
部
部
長　

萩
野
谷

豊
／
同
第
８
分
団
第
３
部
班
長　

鈴
木

隆
宏
／
同
第
９
分
団
第
２
部
班
長　

萩

野
谷
均
／
同
第
９
分
団
第
２
部
班
長　

木
村
成
人
／
同
第
７
分
団
第
２
部
団
員

寺
山
義
弘
／
同
第
５
分
団
第
３
部
団
員

小
田
倉
幸
男
／
同
第
６
分
団
第
２
部
団

員　

宮
内
真
美
／
同
第
６
分
団
第
２
部

団
員　

石
川
安
三
／
同
第
８
分
団
第
１

部
団
員　

樫
村
浩
美
／
消
防
本
部
消
防

司
令
補　

和
田
郁
生

●
第　

回
全
国
消
防
操
法
大
会
茨
城
県
代

２３
表
選
考
会　

敢
闘
賞

　

那
珂
市
消
防
団
第
５
分
団
第
２
部

■
茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

●
優
良
分
団
表
彰

　

那
珂
市
消
防
団
第
４
分
団　

●
永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る
団
員

　

消
防
団
第
６
分
団
第
２
部
班
長　

小
森

二
三
男

●
永
年
勤
続
消
防
職
団
員
妻
女
に
対
す
る

表
彰

　

消
防
団
第
６
分
団
第
２
部
班
長　

小
森

二
三
男
妻
女　

小
森
博
子
／
消
防
本
部

消
防
司
令　

寺
門
博
文
妻
女　

寺
門
千
束

●
優
良
消
防
職
員
表
彰

　

消
防
本
部
消
防
司
令
補　

森
田
伸
一
／

同　

柏
村
孝
博

■
那
珂
市
消
防
団
長
表
彰

●
感
謝
状
を
授
与
す
る
団
員
（
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
）

消
防
団
第
５
分
団
第
２
部
（
団
員　

大

内
直
明
／
田
中
仁
志
／
鈴
木
譲
一
／
鈴

木
健
介
／
片
岡
哲
也
／
勝
村
正
宏
）

●
感
謝
状
を
授
与
す
る
団
員
（
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
）

消
防
団
第
５
分
団
第

１
部
（
班
長　

吽
野

正
和
／
団
員　

加
藤

直
人
／
鈴
木
秀
成
／

吽
野
正
敏
／
高
畑
忠

則
／
平
山
厚
）

表
彰
、
感
謝
状
を
受
け
た
か
た
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

●那珂市新年賀詞交歓会●
　平成２４年那珂市新年賀詞交歓会が１月１２日、中央公民館で行われ、市執行部や市議会をはじめ、市内各界代
表者など２２５人が一堂に会し、那珂市の更なる飛躍を誓いながら、親交を深めました。
　式典では、那珂市民の歌である「輝く未来へ」を那珂ふるさと大使の宮下敏子さんと一緒に出席者の皆さん
で斉唱しました。また、「那珂ふるさと大使」に新たに任命された加藤純二さんが紹介され、アトラクションと
して、那珂混声合唱団（那珂市文化協会声楽部会所属）の皆さんによる歌３曲が披露されました。合唱で奏で
る素敵なハーモニーが会場に響き渡り、新年の門出を飾るにふさわしい華やかな賀詞交歓会になりました。

�������	��������	
�
　１月１２日に任命された加藤純二さんを加え、那珂ふるさと大使は１４人になりました。皆さんは、さまざまな分野
で活躍している那珂市出身またはゆかりの深いかたがたで、全国各地で那珂市の魅力を広めています。

（敬称略・５０音順）

●那珂ふるさと大使に任命されました

加藤　純二 さん
（宮城県在住）
宮千代加藤内科医院院長

賀詞交歓会に出席された那珂ふるさと大使の
皆さん（市長、教育長を囲んで）

職業・役職等住所氏　名
（株）ユアテック相談役宮城県おおわだやすお大和田泰夫
宮千代加藤内科医院院長宮城県かとうじゅんじ加 藤 純 二
洋画家東京都く ろ だ け い こ黒田ケイ子
京都大学教授京都府こ に し さ と し小 西 哲 之
（株）宍戸国際ゴルフ倶楽部
代表取締役社長東京都さかもとよしのぶ坂 本 好 伸

（財）日本高等教育評価機構副理事長、
前 明海大学学長千葉県たかくらしょう� 倉　 翔

洋画家埼玉県た ち ひ で お舘　 英 雄
音楽家東京都な が す と も か長 須 与 佳
（独）産業技術総合研究所
主任研究員

茨城県
つくば市ね も と た だ し根 本　 直

横浜国立大学大学院教授東京都ねもとよういち根 本 洋 一
京都女子大学教授大阪府はつせりゅうへい初 瀬 龍 平
音楽家東京都ま つ い え つ こまついえつこ
アナウンサー、音楽家東京都みやしたとしこ宮 下 敏 子
加賀電子（株）顧問、
那珂市立図書館名誉館長神奈川県よこすかしずお横須賀鎮夫



１２

　
　

月
９
日
、
那
珂
市
地
域
自
立

１２
支
援
協
議
会
就
労
支
援
部
会
（
市

社
会
福
祉
協
議
会
）
が
主
催
と
な

り
障
が
い
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
、
就
労
支
援
事
業

所
が
集
ま
り
自
分
た
ち
で
丹
精
込

め
た
品
物
の
展
示
販
売
会
を
イ
オ

ン
那
珂
町
店
で
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
事
業
所
ご
と
に
テ
ン

ト
が
張
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
自
慢
の

野
菜
や
パ
ン
、
ク
ッ
キ
ー
、
手
作

り
小
物
な
ど
が
並
び
、
安
心
・
安

全
な
品
質
と
安
さ
に
、
多
く
の
か

た
が
た
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

水
郡
線
全
線
開
通　

周
年
記
念

７７

ま
つ
り
水
戸
駅
観
光
Ｐ
Ｒ
が　

月
１２

３
日
、
４
日
に
水
戸
駅
南
口
ペ
デ

ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
那
珂
市
で
は
観
光
協
会
・

商
工
会
の
協
力
に
よ
り
、マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
大

使
ナ
カ
マ
ロ
ち
ゃ
ん
」
が
、
ひ
ま

わ
り
の
種
の
配
布
や
ク
イ
ズ
を
行

い
観
光
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。ま
た
、

沿
線
市
町
の
特
産
物
販
売
・
観
光

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
行

き
交
う
か
た
が
た
に
水
郡
線
沿
線

の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。

水
郡
線
全
線
開
通�

周
年
記
念
ま
つ
り

障
が
い
福
祉
の
事
業
所�
共
同
出
店
販
売

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り　

東
木
倉
自
治
会
が
班
対
抗
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を　

月　

日

１１

２７

に
五
台
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
し
ま
し
た
。
幼
児
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
１
２
０
人
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
で
は

熱
の
入
っ
た
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
会
話
も
弾
み
、
世
代
を
越

え
た
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
昼

食
は
炊
き
出
し
た
手
打
ち
そ
ば
が

振
る
舞
わ
れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん

は
、
一
日
和
気
あ
い
あ
い
と
、
楽

し
く
笑
顔
あ
ふ
れ
る
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

あ
ぶ
な
い
よ�
暗
い
夜
道
の�
黒
い
服

　
　

月
１
日
か
ら　

日
の
１
か
月

１２

３１

間
、
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事

故
防
止
と
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
に

重
点
を
置
い
た
「
年
末
の
交
通
事

故
防
止
県
民
運
動
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

こ
の
運
動
に
先
が
け
て
、　

月
１１

　

日
に
、
国
道
３
４
９
号
杉
原
交

２９差
点
と
、
国
道
１
１
８
号
ら
ぽ
ー

る
前
交
差
点
に
お
い
て
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
参
加
し
た
海

野
市
長
も
ド
ラ
イ
バ
ー
の
か
た
が

た
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

���



広報なか２月号１３

　

第
７
回
読
売
新
聞
杯
学
童
親
善

野
球
大
会
が　

月
に
行
わ
れ
、
県

１１

内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

チ
ー
ム

６３

が
優
勝
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
、

芳
野
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
順

調
に
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
駒
を
進
め

ま
し
た
。
そ
し
て
、　

月　

日
、

１１

２７

日
立
市
の
折
笠
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で

行
わ
れ
た
決
勝
戦
で
は
、
先
制
を

許
す
も
の
の
逆
転
の
後
は
相
手
打

線
を
抑
え
、
５
対
３
で
勝
田
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
破
り
、
優
勝

の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

芳
野
野
球
ス
ポ
�
ツ
少
年
団�
初
優
勝

　
　

月
３
日
、
４
日
に
、
中
台
な

１２
み
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

中
台
な
み
き
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
絵
画
や
手

工
芸
、
子
供
た
ち
の
作
品
な
ど
多

く
の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

４
日
は
、
千
人
鍋
、
餅
つ
き
で
お

腹
を
満
た
し
、
輪
投
げ
大
会
、
ビ

ン
ゴ
大
会
な
ど
の
楽
し
い
催
し
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
地
域
に
備
え
ら

れ
た
防
災
機
器
の
実
演
や
消
防
自

動
車
の
展
示
説
明
も
実
施
し
、
多

く
の
か
た
が
関
心
を
寄
せ
る
な
ど
、

会
場
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

中
台
な
み
き
ま
つ
り�
楽
し
く
三
世
代
交
流

�
新
那
珂
八
景
�を
美
し
く
描
く

　

な
か
な
か
塾
主
催
の
「
新
那
珂

八
景
」
写
生
コ
ン
テ
ス
ト
が
、
那

珂
市
教
育
委
員
会
と
那
珂
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
後
援
の
も
と
行
わ

れ
、
市
内
の
小
学
校
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
２
３
９
点
の
作
品
が
、　

月
１１

　

日
か
ら　

月　

日
ま
で
中
央
公

２６

１２

１１

民
館
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
様
々

な
視
点
か
ら
描
か
れ
た
美
し
い
風

景
に
、
訪
れ
た
か
た
は
目
を
奪
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
那
珂
市
長
賞
】

小
林
雅
季
（
額
田
小
６
年
）

心
も
あ
っ
た
か�
い
も
煮
会

　
　

月　

日
、
額
田
城
跡
保
存
会

１１

２７

が
一
年
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、

恒
例
の
い
も
煮
会
を
額
田
中
央
公

民
館
で
開
催
。
額
田
小
学
校
の
児

童
と
一
緒
に
額
田
城
跡
地
内
で

作
っ
た
も
ち
米
や
、
会
員
の
皆
さ

ん
が
畑
か
ら
持
ち
寄
っ
た
地
元
の

素
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
い
も

煮
、混
ぜ
お
こ
わ
、甘
酒
が
皆
さ
ん

に
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、４
年

連
続
で
学
生
日
本
一
に
輝
い
た
三

味
線
奏
者
、
高
橋
拓
美
さ
ん
の
素

晴
ら
し
い
演
奏
等
の
余
興
も
あ
り
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

【
那
珂
市
教
育
長
賞
】

関
有
亮
（
戸
多
小
６
年
）、
毛
利
紗

香
（
額
田
小
６
年
）、
中
庭
史
央
里

（
横
堀
小
６
年
）

【
那
珂
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞
】

車
田
颯
人
（
五
台
小
５
年
）、
浅
川

成
永
（
額
田
小
６
年
）、
鈴
木
萌
美

（
芳
野
小
５
年
）

【
な
か
な
か
塾
長
賞
】

新
井
璃
子
（
瓜
連
小
６
年
）、
中
井

川
有
里
（
木
崎
小
６
年
）、
江
橋
佳

音
（
菅
谷
西
小
５
年
）、
相
田
結
衣

（
菅
谷
東
小
５
年
）、伊
東
奈
那（
額

田
小
６
年
）、
田
所
真
由
子
（
本
米

崎
小
４
年
）、
圷
芹
奈
（
横
堀
小
５

年
）、
和
地
真
純
（
芳
野
小
５
年
）



１４

　
　

月　

日
、
中
里
自
治
会
で

１１

２０

は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
の　
４８

人
が
参
加
し
た
「
歩
く
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
中
里
公

民
館
と
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
を
往

復
す
る
約
８�
。
古
徳
城
址
、
岩

上
二
郎
氏
記
念
碑
、
斉
藤
監
物
墓

地
な
ど
を
見
学
し
た
後
、
そ
ば
打

ち
体
験
を
し
、
お
い
し
い
そ
ば
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
、
老
人
会
の
指

導
に
よ
り
輪
投
げ
や
ペ
タ
ン
ク
で

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
、
み
ん
な

が
元
気
に
完
歩
し
ま
し
た
。

　

菅
谷
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
、　

月　

日
・　

日
に

１０

２２

２３

ひ
た
ち
な
か
市
那
珂
湊
運
動
公
園

で
行
わ
れ
た
全
日
本
小
学
生
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
茨
城
予
選
に

お
い
て
準
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
３
月
に
鹿
児
島

県
で
開
催
さ
れ
る
春
季
全
日
本
小

学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
へ

の
出
場
権
を
獲
得
。

　

茨
城
県
代
表
と
し
て
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
全
国
の

舞
台
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

い
ざ
�
全
国
大
会
に
向
け
進
軍

み
ん
な
で
元
気
に
歩
こ
う

八
幡
太
郎
義
家
の
足
取
り
を
訪
ね
て

　
　

月
４
日
、
な
か
な
か
塾
主
催

１２
の
、「
新
那
珂
八
景
と
八
幡
太
郎
義

家
伝
説
を
訪
ね
て
」
と
題
し
た
史

跡
巡
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
約
９
０
０
年
前
に
、

八
幡
太
郎
義
家
が
奥
州
征
伐
の
た

め
遠
征
を
す
る
の
に
通
っ
た
と
さ

れ
る
市
内
の
場
所
を
訪
ね
よ
う
と

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
途
中
、
那

珂
市
歴
史
民
俗
資
料
館
長
の
仲
田

昭
一
さ
ん
の
講
話
を
聞
き
な
が
ら

義
家
の
伝
説
が
残
る
地
を
巡
っ
た

　

人
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
歴

３２史
の
息
吹
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

安
全
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う

　

年
末
の
犯
罪
抑
止
活
動
（　

月
１２

　

日
か
ら　

日
）
に
伴
い
、　

月

１０

３１

１２

　

日
、
カ
ス
ミ
那
珂
店
駐
車
場
で

２２那
珂
地
区
防
犯
協
会
に
よ
る
犯
罪

抑
止
活
動
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
種
犯
罪
が
発
生
す
る
年
末
年

始
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

犯
罪
抑
止
に
つ
い
て
広
く
呼
び
か

け
年
末
年
始
を
安
全
に
過
ご
す
た

め
に
、
来
客
者
に
対
し
て
犯
罪
被

害
防
止
の
啓
発
チ
ラ
シ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
イ
ト
等
を
配
り
注
意
喚
起
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。



広報なか２月号１５

■作り方

①油揚げは熱湯でサッとゆでて３辺を切って一枚に開く。
②白菜はゆで、油揚げの幅に合わせて切る。長ねぎはみじん切りにする。
③ひき肉に長ねぎとＡを合わせて練りまぜ、①の油揚げにのせて広げる。
④③に白菜をのせて芯にし、手前から巻いてようじでとめる。これを鍋
に入れＢを加えて約１０分煮る。

⑤一口大に切って皿に盛り、お好みでからし醤油を添える。

■材料（４人分）

　油揚げ ……………… ３枚　　
　豚ひき肉 …………… １５０ｇ　　
　白菜 ………………… ２枚　　
　長ねぎ ……………… １０㎝　　
　生姜汁 ……………… 小さじ１
　塩 …………………… 少々　　
　片栗粉 ……………… 大さじ１
　だし汁 ……………… ２カップ
　醤油 ………………… 大さじ２

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
と
健
康
へ
の
願
い

を
込
め
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

皆
様
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

３
月
３
日
（
土
）
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

　
　
　
　

※
荒
天
時
は
中
止

◆
会
場　

曲
が
り
屋
、
一
の
関
た
め
池
親
水
公
園

◆
内
容　

各
種
物
品
販
売
、
琴
・
尺
八
の
演
奏
、

　
　
　
　

つ
る
し
飾
り
制
作
体
験
教
室
ほ
か

◆
出
店
団
体

　

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
か
構
成
団
体

　

那
珂
湊
漁
業
協
同
組
合
女
性
部

　

ゆ
ず
の
里
か
お
り
村
（
栃
木
県
茂
木
町
）

◆
そ
の
他
（
雛
の
つ
る
し
飾
り
展
示
）

　

市
民
の
か
た
が
た
が
制
作
し
た
雛
の
つ
る
し
飾
り

を
、
３
月　

日
（
日
）
ま
で
、
市
内
６
か
所
の
施
設
に

１１

展
示
し
て
い
ま
す
。

　

曲
が
り
屋
、
市
役
所
ロ
ビ
ー

　

中
央
公
民
館
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る

　

歴
史
民
俗
資
料
館
、
静
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

�������	��
��������	��

女性ネットワークなか事務局
（市民協働課内）（内線２６４）

問　い
合わせ

展示場所展示場所

　

県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
県
内
に
お
住
ま

い
の
か
た
が
、
交
通
事
故
に
よ
り
災
害
を
受

け
た
場
合
の
救
済
を
目
的
と
し
た
共
済
制
度

で
す
。

　

加
入
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
希
望
者
全

員
の
生
年
月
日
を
ご
確
認
の
上
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
会
費　

一
般　
　
　
　

９
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下　

５
０
０
円

◆
共
済
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日

２５

３１

※
途
中
加
入
の
場
合
は
、
申
し
込
み
の
翌
日

か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２５

３１

◆
対
象
と
な
る
交
通
事
故

　

共
済
期
間
中
に
日
本
国
内
の
道
路
上
等
を

運
行
中
の
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
等
の

接
触
、
衝
突
、
転
落
、
転
覆
な
ど
の
事
故

◆
加
入
受
付
窓
口

○
市
役
所
（
本
庁
）
４
階　

環
境
安
全
課

○
瓜
連
支
所
１
階
窓
口

【
窓
口
延
長
の
実
施
に
つ
い
て
】

◆
実
施
日　

３
月
１
日（
木
）、
８
日（
木
）、

　
　
　
　
　
　
　
　

日（
木
）、　

日（
木
）、

１５

２２

　
　
　
　
　
　
　
　

日（
木
）

２９

◆
時
間　

午
後
５
時　

分
〜
７
時　

分

１５

３０

◆
場
所　

市
役
所
（
本
庁
）
１
階
ロ
ビ
ー

�
�
�
�
�
�
�
	

環
境
安
全
課
防
災
･
交
通
グ
ル
ー
プ

（
内
線
４
４
４
）

問　い
合わせ

油揚げの肉巻き
ヘルスメイトさんが作る健康料理�

■コメント
油揚げは熱湯をかけて余分な油を
落としてから使うと油っぽくなら
ず味の含みもよくなります。だし
汁でふっくらと煮上げ、汁をたっ
ぷり含んだ油揚げは絶品です。
少し濃いめに煮上げるとお弁当に
も最高ですよ。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

後台（成人食部会）

海野　純子さん

Ａ

Ｂ



１６

善意銀行へ
ご協力ありがとうございます 平成２３年１１月１５日～

平成２４年１月１４日（敬称略）

カトリック那珂教会 １０，０００円
常陸鴻巣駅ふれあい駅舎ワーキン
グ委員会 ９，１１１円
引接寺（浄財の一部として）
 ４９，７７０円
那珂ひまわりフェスティバル実行
委員会 ７９，９８７円
野木　利三郎 ２０，０００円
独立行政法人日本原子力研究開発
機構那珂核融合研究所 ８１，９５０円
切手・テレカボランティアポピー
 ８，０００円
給食サークルパンプキン ８，０５２円
社団法人秋田犬保存会茨城県中央
支部 ２０，０００円
ぴっぴお話の会　南波久代
 ５，３５４円
那珂ライオンズクラブ ８８，２４６円
那珂市立横堀小学校 ２３，９３３円
飯田芳陽会 １９，６１８円
水戸友の会 ５，０００円
匿名 ３０，０００円
ガールスカウト茨城県第３７団
 １７，４３１円
ボーイスカウト那珂第３団
 ３４，９６５円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

� 人の動き �

那珂市の人口（１月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，４９６人 （－１１）
　女　　　２８，３５３人 （－１９）
　計　　　５５，８４９人 （－３０）
世帯数　　２１，０６０世帯　（＋２）

○出生　１９人
○死亡　５４人

（１２月１日～３１日）

� 今月の納税  �

○固定資産税・都市計画税 ４期
○国民健康保険税（普通徴収）
 ８期
○後期高齢者医療保険料（普通徴収）
 ８期
○介護保険料（普通徴収） ６期

納期限：２月２９日
■市税の納付は口座振替で
　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ
�２９８－１１１１　内線１７４・１７５

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，７０６人
　（平成２３年１２月末現在・
 前月比２４人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として
支払った金額　２億９，７６８万円
　（平成２３年１１月・
 前月比２，９４３万円増加）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

那珂ライオンズクラブの皆さん

横堀小学校の皆さん

ガールスカウト茨城県第３７団の皆さん

ボーイスカウト那珂第３団の皆さん

秋田犬保存会茨城県中央支部の皆さん



広報なか２月号１７

日時／３月１３日（火） １３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）　１階　市民相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

秘書課市民相談室　�２９８－１１１１　内線１１７３月の休日当番医

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

法律相談

●市役所の電話番号
　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL
　http:/ / www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス
　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版
市では、「広報なか」のほかに、
「おしらせ版」（月３回（ただし、
５月、８月、１月は月２回））を発
行しています。このコーナーでは
その一部を掲載していますが、
「おしらせ版」も併せてご覧くだ
さい。

４日　鈴木呼吸器科内科 （中台）
 �３５３－２８１１
１１日　諸岡医院 （瓜連）
 �２９６－１１２３
１８日　西山堂慶和病院 （鴻巣）
 �２９５－５１２１
２０日　河野胃腸科外科 （竹ノ内）
 �２９５－５３８６
２５日　なかむら内科
　　　泌尿器科クリニック （飯田）
 �３５３－２３１０

■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください。
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい。 

土金木水火月日

３２１
１０９８７６５４
１７１６１５１４１３１２１１
２４２３２２２１２０１９１８
３１３０２９２８２７２６２５

休館日

�������	

��
March

日時／３月７日（水）、１４日（水）、
　　２１日（水）、２８日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

心配ごと相談

日時／３月１６日（金）
　　　１０：００～１５：００
場所／市役所（本庁）　５階会議室
開設相談／

○行政相談

　国の行政機関などが行っている仕事
についての苦情や意見・要望
○人権相談

　人権を侵害されている問題や家庭内
のもめごとなど
相談員／行政相談委員、人権擁護委員
問い合わせ／

秘書課市民相談室　�２９８－１１１１　内線１１７

行政・人権相談を開設します

�������	


　２月１８日から３月３１日まで水戸
市で開催される「第１１６回水戸の梅
まつり」のPRのため、１月１９日、
「２０１２年水戸の梅大使」１０人が、
那珂市役所を訪問しました。
　今年で開園１７０年を迎える偕楽
園では、開園時間を延長して、ラ
イトアップを実施します。

������

�������	
��


　１月１３日、公民館まつりのバ
ザー・体験部会より２２，０７４円が市
に寄付されました。
　昨年１１月に開催された公民館ま
つりにおいて、「食の教室　ライ
ス」、「マドレーヌ」、「花遊会」、
「ラベンダーの会」の各団体が
行ったバザーや、体験教室の益金
を、那珂市の災害復興に役立てて
ほしいとして寄付をいただきまし
た。
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岩國哲人氏による管理職特別研修岩國哲人氏による管理職特別研修

�������	�������	

　１２月１５日、市の課長補佐級以上の職員１１１人を対象
に管理職特別研修を市役所５階会議室で開催しました。
　特別研修会では、前衆議院議員、元出雲市長の岩國
哲人氏を講師に招き、｛「 鄙 の論理」～「日本一企業」

ひな

と表彰された出雲市役所～｝の講演が行われました。
　岩國氏は出雲市長
であった際の、出雲
市の改革の経験か
ら、公務員の意識改
革や地方改革の未来
等について語られま
した。

官民協働発行による官民協働発行による
　　　「くらしの便利帳」を発行します「くらしの便利帳」を発行します

　市民の皆さんに日常生活の中で活用していただくこ
とを目的に、市に関する行政、観光、防災、医療情報
等を一冊にまとめた「くらしの便利帳」を株式会社サ
イネックスとの官民協働事業により発行することとな
り、１２月２２日、海野徹市長と株式会社サイネックス塩
野勝取締役執行役員による協定調印式が執り行われま
した。
　この便利帳は、市が監修を行い、協働事業者である
株式会社サイネックスが制作と配布を行います。「く

らしの便利帳」は今
年５月ごろに発行さ
れ市内全戸に配布さ
れる予定で、その後
新たに転入されたか
たにも配布されます。

◆海野徹那珂市長（写真左）と
　㈱サイネックス塩野勝取締役執行役員（写真右）

◆特別研修会で講演される岩國哲人氏






